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●本書には、明治 43 年 4 月の三越第 1回現代大家半切画会から昭和 19 年 12 月 14 日、銀座資
生堂にて開催された関尚美堂日本画小品展までの 500 余りの市井展を収録。

●販売目録という理由から現存するものは極めて少ない主催者発行の展覧会図録を博捜し、各
展観の概要を精確に記載。

●各展覧会の記載は、展観の主催者（会名）・期間・場所・執筆者及び出品作品名に加えて図録
以外の雑誌（『塔影』『阿々土』など）に掲載された作品図版の記録や主な同時代文献などとした。

●本書収録の延べ作品点数は、約 10,000 点。その中から約 4,000 点の作品を参考図版として掲
出し、巻末に「作家別掲載図版一覧」を付した。

●当時活躍していた作家の展覧会出品動向の解明、および従来知られていない作品との遭遇が
期待できる労作。
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12　第 1部第 1章　三越美術部主催会員展

100年史』（三越　平成 21年 3月）p. 251／滋賀県立近代
美術館蔵。横山大観《茄子》＝『藝天』34p. 6
典拠：『東京朝日新聞』10. 31第 8面広告、『東京毎日新
聞』11. 1第 3面広告、『美の國』2-11＝11. 1美術界消息、
『都新聞』11. 1第 12面広告、『東京毎日新聞』11. 4評、
『都新聞』11. 5評（会期は 11月 4日 - 14日とあり）、『大
阪朝日新聞』11. 23第 3面広告、『アトリヱ』3-12評、『藝
天』34評・図、『書畫骨董雜誌』222評、『中央美術』
12-12評、『美の國』2-12評・美術消息、『藝天』35評、
『日本美術年鑑　1927年版』p. 33美術展覧会、『三越美術
部 100年史』p. 46表・p. 250（出品目録収載）
備考：大阪展（11月 23日 - 28日、大阪・三越呉服店 8階
会堂）開催

刊行物
第三回淡交会図録
大塚巧藝社　大正 15年 11月 15日
第三回淡交会図録目次
所蔵：東近美、東文研、国会図、都現美、横浜美

主な文献
第三回淡交会展〈二日より三越に開る〉（初風）
東京毎日新聞　大正 15年 11月 4日　第 3面　美術界

淡交会と六合会展（紫雲生）
都新聞　大正 15年 11月 5日　第 12面　美術界

淡交会第三回展（記者）
アトリヱ　第 3巻第 12号（大正 15年 12月号） 
pp. 94-95　EXPOSITION

淡交会第三回展（近藤）
藝天　第 34号（大正 15年 12月号）　pp. 4-5　美術界 
総覧

淡交会第三回展（無署名）
書畫骨董雜誌　第 222号（大正 15年 12月号） 
pp. 22-23　美術彙報

淡交会評（四賀煌）
中央美術　第 12巻第 12号（大正 15年 12月号） 
pp. 117-118　展覧会記

淡交会私記（外狩素心庵）
美の國　第 2巻第 12号（大正 15年 12月号）　pp. 74-75

淡交会第三回展（無署名）
藝天　第 35号（昭和 2年 1月号）　p. 24　美術界総覧

淡交会第 4回展
昭和 2年（1927）11月 2日 - 10日　駿河町・三越呉
服店 7階ギャラリー　主催：三越呉服店美術部
出品（図録の目次に拠る）
川合玉堂《深秋》《四手網》《野末の秋》、横山大観
《雲揺らぐ》《胡瓜》《八哥鳥》、竹内栖鳳《秋興》《水
郷》、山元春挙《瀞峡碧痕》、小堀鞆音《東遊舞人図》、
下村観山《雨後朝》《帰牧》
図録以外の作品図版：川合玉堂《深秋》＝『美之國』3-10
口絵、『巽』2-4-p. 22。川合玉堂《野末の秋》＝『美之國』
3-10-p. 57、『巽』2-4-p. 24、［戦後］『川合玉堂展〈生誕
120年記念〉〔カタログ〕』（朝日新聞社文化企画局大阪企
画部　平成 6年 1月　会場＝日本橋・髙島屋ほか）No. 27。
小堀鞆音《東遊舞人図》＝『美之國』3-10口絵。下村観
山《雨後朝》＝『都新聞』11. 10図、『美之國』3-10口絵。
下村観山《帰牧》＝『美之國』3-10-p. 57。竹内栖鳳《秋
興》＝『都新聞』11. 7図、『美之國』3-10-p. 77、［戦後］
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《《深深秋秋》》
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